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第 40 回中国少年サッカー大会 鳥取県大会 大会要項 

 
 

１．趣  旨 子どもたちが、サッカー競技を通して身体を鍛え、フェアプレーの精神を
培い、正しく力強く生きることを願って開催する。 

 
２．名  称 第 40 回中国少年サッカー大会鳥取県大会 
３．主  催 一般財団法人鳥取県サッカー協会 
４．主  管 一般財団法人鳥取県サッカー協会第４種委員会 
５．後  援 鳥取県教育委員会（予定） 
６．特別協賛 なし 
７．協  賛 フジパングループ 
８．協  力 一般財団法人鳥取県サッカー協会第４種委員会西部地区委員 ほか 
９．日  程  
 【地区予選会】 

 西部地区予選会 6 月 4、5 日（土、日）[フットボールセンター大山 夕陽の丘神田] 
中部地区予選会 6 月  5 日（日）  [東郷運動公園多目的広場] 
東部地区予選会 6 月 4、5 日（土、日）[倉田スポーツ広場] 

【鳥取県大会】 
開催日：6 月 11 日（土） ～6 月 12 日（日）  
会 場：鳥取県フットボールセンター大山 夕陽の丘神田 （大山町加茂 2663 番地） 
日 程：6 月 11 日（土） 予選トーナメント  

監督会議 9:00～   開会式  9:30～  第 1 試合 10:30～ 
      6 月 12 日（日） 決勝トーナメントおよびフレンドリーマッチ 

競技日程は別紙による 
 
１０．参加資格 

(1)「参加チーム」は、大会実施年度に公益財団法人日本サッカー協会（以下：JFA）第
4 種に加盟登録したチ－ム（以下「加盟チーム」）であること。 

(2) 上記「参加チーム」の構成は、単一「加盟チーム」に限られ、その「加盟チーム」
は年間を通じて継続的に活動していること。 

(3) 「参加選手」は、上記「加盟チ－ム」に所属する選手であること。 
(4) 地区予選会から県大会に至るまでに、同一「参加選手」が異なる「加盟チーム」へ

の移籍後、再び参加することはできない。 
(5) 第 4 種年代の女子選手については(「クラブ申請」を承認された)同一「クラブ」内

のほかのチームから選手を参加させることも可能とする。但し、都道府県大会から決
勝大会に至るまでに、同一「参加選手」が異なる「加盟登録チーム」で再び参加する
ことはできない。 

(6)「参加チーム」は、同年度の U-12 リーグに参加していることを必須条件とする。 
(7)引率指導者は「参加チーム」を掌握指導する責任ある指導者であること。また、内１

名以上が JFA 公認コーチ資格（D 級コーチ以上）を有すること。 
(8)「参加選手」は健康であり、且つ保護者の同意を得ること。 

 
１１．参加チームとその数 

（１） 「参加チーム」は大会実施年度の「鳥取県 U-12 サッカーリーグ」および本大会
地区予選会を勝ち抜いた１6 チームとする。 

【内訳：東部地区代表（7）、中部地区代表（3）、西部地区代表（6）】 
 

１２．大会形式 
（1） トーナメント：出場 16 チームによるトーナメント戦を行う。 
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（2） 大会１日目は 1 回戦及びフレンドリーを行う。大会２日目は 1 回戦を勝ち上が
った８チームによる準々決勝、準決勝、決勝、各順位決定戦を行う。 

 
１３．競技規則  大会実施年度の JFA 「8 人制サッカー競技規則」による。 
 
１４．競技会規定 

(1)競技のフィールド 
表面は、人工芝または天然芝とする。 
フィールドの長さ（タッチライン）は 68m 以内、幅（ゴールライン）は 50m 以内と
する。 
ゴールエリア 4m、ペナルティーエリア 12m、ペナルティーマーク 8m、ペナルティー
アークとセンターサークルの半径は 7m とする。 

(2) 試合球 少年用 4 号球を使用する。 
(3) 競技者の数 

① 競技者の数：8 名 
※8 人に満たない場合は試合を開始しない。試合中に怪我等による人数不足により 8 
人に満たなくなった場合には、そのまま続行する。 
② 交代要員の数：8 名以内 
③ 交代を行うことができる数：制限なし 
※交代して退いた競技者は交代要員となり、再び出場することができる。 

(4) 役員の数：ベンチ入りできる役員の数：3 名以内 
(5) 交代の手続き： 

① 交代して退く競技者は、交代ゾーンからフィールドの外に出る。 
② 交代要員は、交代ゾーンからフィールドに入り、競技者となる。 
③ 交代は、ボールがインプレー中、アウトオブプレー中にかかわらず行うことがで

きる。 
注）ただし、交代で退く競技者が負傷している場合は、主審の承認を得た上でどこ
からフィールドを離れてもよい。 

④ 交代について、主審、補助審判の承認を得る必要はない。 
⑤ ゴールキーパーは、事前に主審に通知した上で、試合の停止中に入れ替わること

ができる。 
(6) テクニカルエリア：設置する 

※その都度ただ 1 人の引率指導者のみが戦略的指示を伝えることができる。 
(7) 競技者の用具：ユニフォーム 

a. 大会実施年度のJFA「ユニフォーム規程（平成28年4月1日施行版）」に則る。た

だし、施行前の規定を適用することができる。また、色彩の異なるアンダーシャ

ツ、アンダーパンツについては、審判員および運営者と対戦チームの許可を得た

上で着用することができる。 

b. 選手番号については、事前のエントリー表に試合ごとに選手番号を記入し個人を

特定する。 

C.ユニフォームへの広告表示についてはJFA「ユニフォーム規程」に基づき承認され

た場合のみこれを認める。 

 (8) 試合時間 
   ①予選トーナメント：40 分（前後半各 20 分）とする。 
   ② 決勝トーナメント、フレンドリーマッチ：30 分（前後半各 15 分）とする。 
   ③規定の試合時間内に勝敗が決しない場合 
     a.トーナメント：10 分間(前後半各 5 分)の延長戦を行い、なお決しない場合は 

ペナルティキック方式（3 人制）により勝利チームを決定する。 
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延長戦に入る前のインターバル：原則 5 分間 
ペナルティキック方式に入る前のインターバル：原則１分間 

ｃ.フレンドリーマッチ：ペナルティキック方式（3 人制）により勝利チームを決定
する。ペナルティキック方式に入る前のインターバル：原則１分間 

(9)その他 
a.すべての試合において、1 人の主審と 2 人の副審と第 4 の審判員が指名される。 
b.暑熱下において、前半および後半中程に飲水タイムを採用することがある。 
c.負傷者の対応：主審が認めた場合のみ、最大 2 名ピッチへの入場を許可される 

 
１５．懲 罰 

(1) 地区予選会と県大会は懲罰規定上の同一競技会とみなし、地区予選会終了時点で退
場・退席による未消化の出場停止処分は県大会において順次消化する。 

(2) 本大会は、本協会「懲罰規程」に則り、大会規律委員会を設ける。 
(3) 大会規律委員会の委員長は当協会第 4 種委員長会長とし、委員については委員長が

決定する。 
(4) 本大会期間中に警告を 2 回受けた選手は、本大会の次の 1 試合に出場できない。 
(5) 本大会において退場を命じられた選手は、自動的に次の 1 試合に出場できず、それ

以降の処置については規律委員会において決定する。競技者が退場を命じられた場合
は、その競技者のチームは交代要員の中から競技者を補充することができる。主審は
競技者が補充されようとしている間は、試合を停止する。 

(6) 本協会諸規程および本記載事項にない事例に関しては、大会規律委員会にて決定す
る。 
 

１６．大会参加申込 
(1) １チームあたり 20 名（帯同審判員を含む役員 4 名、選手 16 名）を最大とする。 
(2) 参加チームは、所定の用紙に必要事項を記入の上、各地区の大会担当者へ送付する

こと。 
(3) 登録後の選手変更は原則として認めない。 

傷病傷害を理由とする参加選手の変更は認めることとし、大会当日の監督会議までに、
鳥取県サッカー協会第 4 種委員長まで、医師が発行する診断書を添えて申請するこ
と。 

 
１７．参加料 なし 
１８．選手証 各チームの登録選手は、原則として JFA 発行の選手証（写真を貼付したも

の）を持参すること。 
１９．表 彰  以下の通り実施する。 

(1) 優勝、準優勝、第 3 位チームにトロフィおよび表彰状を授与する。 
(2) その他、本協会第 4 種委員会が別途定める規程に基づき表彰を行うことができる。 

 
２０．交通・宿泊 各チームにて対応すること。 
２１．傷害保険 チームの責任においてスポーツ傷害保険等に加入すること。 
２２．応急処置 大会期間中に疾病・障害が発生した場合、大会側は応急処置のみを行うも

のとする。 
２３． その他 

(1) 開会式における選手宣誓は「各地区第 1 代表」チームの代表選手が行うこととする。 
(2) 上位 4 チームには、7 月 16 日（土）から 7 月 18 日（祝・月）に鳥取県鳥取市で開

催される「中国大会」、8 月下旬に鳥取県西部地区で開催される「全山陰少年サッカ
ー選手権大会」に出場する権利を与える。 

(3) 大会要項に規定されていない事項については主管委員会において協議の上決定する。 
 


